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学位論文審査結果報告書 
       平成 29 年 8 月 15 日 
大学院医学研究科長様 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
[審査結果要旨] 
氏名：大原喜裕 
学位論文名：末梢血幹細胞採取を目的とした小児アフェレーシス法の総合的最適化及び安
全性における検討 
 
従来、小児のアフェレーシスは末梢血管から行っていたが、循環血液量が少なく、また血管
腔も狭いことから、血圧低下や血管痛などの発症頻度が成人よりも高く、難易度の高い医療
行為の一つであった。本院では 1996 年に、1 歳児が幹細胞採取中にショックに陥ったこと
を契機に、1998 年以降は中心静脈カテーテルを挿入し、そこから採取を行うように手技を
変更した。また、濃厚赤血球とアルブンミンを用いたプライミングや、グルコン酸カルシウ
ム持続静注、イオン化カルシウムのモニタリングなどの副作用対策を講じた。 
今回学位申請者は、アフェレーシス手技改良前の 1990－1997 年までと、改良後の 1998－
2013 年の間に行われた小児末梢血幹細胞採取について、安全性と幹細胞採取効率を後方視
的に比較検討した。その結果、手技改良前後で幹細胞採取効率に変化は認めなかったが、有
害事象発症率は以前の 16.4％から 5.8％へと有意に低下したことが明らかとなった。 
本研究は計 267 回の小児末梢血幹細胞採取を対象としており、統計解析を行うには十分な
対象数である。また、倫理委員会の許可・承認（受付番号 1938）も受けており、研究目的
や方法も良くデザインされ、その結果は信憑性が高いと判断される。本研究成果は既に英文
雑誌に学術論文として掲載されており（Transfusion and Apheresis Science, 55: 338-343, 
2016）、今後、小児アフェレーシス手技の標準化に寄与することが期待される。学位申請者
の審査会での発表内容、及びその後の副査からの質問に対する返答も理路整然としており
好感が持てた。 
以上より、本研究は学位論文に値すると判断する。 
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